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秋
田
県
消
防
協
会
第
三
回
理
事
会
が
二

月
二
五
日
（
金
）、
イ
ヤ
タ
カ
（
秋
田
市
中

通
）で
開
催
さ
れ
、令
和
四
年
度
事
業
計
画

案
や
収
支
予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

秋
田
県
消
防
協
会

令
和
四
年
度

事
業
計
画
・
収
支
予
算 
承
認
さ
れ
る

　

こ
の
ほ
か
、
定
時
評
議
員
会
を
五
月
一

三
日（
金
）に
、
第
七
三
回
秋
田
県
消
防
大

会
を
七
月
二
三
日（
土
）に
鹿
角
市
で
開
催

す
る
こ
と
も
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
秋
田
県
か
ら
「
地
域
防
災
力
向

上
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム in 

秋
田 2022

」
が

映
像
配
信
に
変
更
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

令
和
三
年
度
の
消
防
功
労
者
表
彰
の
受

章
者
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

消
防
庁
長
官
表
彰
が
八
〇
名
の
個
人
の

方
々
、
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
が
四
機
関

と
六
二
名
の
個
人
の
方
々
で
す
。

　

三
月
一
一
日
（
金
）
秋
田
県
庁
第
二
庁

舎
で
予
定
さ
れ
て
い
た
表
彰
式
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
を
考
慮
し
中
止
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
表
彰
状
を
各
市
町
村
及
び

各
支
部
に
送
付
し
、
各
地
域
で
伝
達
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

受
章
さ
れ
た
皆
様
の
永
年
に
わ
た
る
ご

功
績
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。

令
和
三
年
度  

消
防
功
労
者
表
彰

 事　業　項　目 実　施　時　期

第１　消防思想普及啓発事業

　１．火災予防運動の推進

　２．殉職者慰霊に関する事業

　　⑴　秋田県殉職消防職・団員慰霊祭

　　⑵　全国消防殉職者慰霊祭

　３．広報紙の発行とホームページの開設

　　⑴　新聞「消防秋田」の発行

　　⑵　ホームページでの情報提供

第２　地域消防防災力向上推進事業

　１．消防団員の教養研修

　　⑴　支部が行う現地教養研修

　　⑵　第73回秋田県消防大会の開催（鹿角市)

　　⑶　各種研修会等への参加

　　　・女性消防団員教育

　　　・全国女性消防団員活性化大会（徳島市)

　　　・消防団員指導員研修

　　　・第49回消防団幹部特別研修

　　　・第22回消防団幹部候補中央特別研修（男性)

　　　・第22回消防団幹部候補中央特別研修（女性)

　２．消防操法大会の開催

　　⑴　第59回秋田県消防操法大会

　　⑵　第29回全国消防操法大会(千葉県市原市)

　３．消防団活動の活性化

　　⑴　全県消防団長研修

　　⑵　女性消防団ネットワーク会議

　　⑶　第３回若手消防団員交流会

第３　消防職団員福利厚生事業

第４　消防互助会事業

第５　会議の開催

　　⑴　定時評議員会

　　⑵　理事会

　　⑶　会計監査

　　⑷　消防実務担当者会議

令和４年度 主な事業計画

令和４年度収支予算
 勘定科目・主な事業費 予　算　額
事業活動収入計

  消防互助会掛金

  事業収入

  補助金等

  負担金

  年会費

  その他収入

事業活動支出計

  火災予防運動の推進

  殉職者慰霊事業

  現地教養研修費（支部研修）

  秋田県消防大会費

  秋田県消防操法大会費

  支部消防操法大会助成費、表彰費

  全県消防団長研修会費

  女性消防団ネットワーク会議費

  若手消防団員活性化推進会議費

  その他支出

当期一般正味財産増減

一般正味財産期首残

一般正味財産期末残

  基本財産

（単位：円）

30,270,200

4,980,000

137,500

11,329,600

6,506,000

6,840,000

477,100

30,053,000

900,000

　913,000

979,000

890,000

1,322,000

734,000

261,000

331,000

512,000

23,211,000

217,200

115,573,000

115,790,200

3,000,000

年間

令和 4年 9月 6日

令和 4年 9月15日

隔月(原則偶数月)

年間

年間

令和 4年 7月23日

令和 4年10月 8日～ 9日

令和 4年11月22日～23日

令和 4年11月26日～27日

未　定

未　定

未　定

令和 4年 8月20日

令和 4年10月29日

令和 4年11月11日

令和 4年12月 3日

未　定

年間

年間

令和 4年 5月13日

年3回開催

令和 4年 4月15日

令和 4年 6月 3日



□功　労　章（２名）
 大仙市消防団 団　　　長 佐　藤　　　一 美郷町消防団 団　　　長 髙　橋　正　尚

□永年勤続功労章（78名）
 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消 防 正 監 佐　藤　広　樹 秋田市消防本部 消　防　監 坂　本　聖　樹

 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消　防　監 渋　谷　　　徹 大館市消防本部 消防司令長 虻　川　茂　樹

 能代山本広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 大　高　英　人 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 柏　谷　伸　幸

 横手市消防本部 消防司令長 熊　谷　　　浩 湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 齋　藤　　　淳

 秋田市消防本部 消防司令長 嵯　峨　　　守 秋田市消防本部 消防司令長 佐　藤　幸　徳

 由利本荘市消防本部 消防司令長 佐　藤　英　樹 秋田市消防本部 消防司令長 佐　藤　文　俊

 由利本荘市消防本部 消防司令長 土　田　正　彥 横手市消防本部 消防司令長 中川原　一　智

 湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 畑　山　　　敦 男鹿地区消防本部 消防司令長 渡　部　伸　明

 鹿角広域行政組合消防本部 消 防 司 令 阿　部　茂　雄 北秋田市消防本部 消 防 司 令 小　塚　儀　彦

 湖東地区消防本部 消 防 司 令 齊　藤　英　範 能代山本広域市町村圏組合消防本部 消 防 司 令 佐　藤　　　敏

 由利本荘市消防団 副　団　長 阿　部　昭　彦 秋田市消防団 副　団　長 櫻　庭　信　一

 にかほ市消防団 副　団　長 佐々木　良　二 鹿角市消防団 副　団　長 渋　谷　照　幸

 男鹿市消防団 副　団　長 杉　本　一　敏 北秋田市消防団 副　団　長 長　岐　邦　雄

 秋田市消防団 副　団　長 那　須　潤　昌 大館市消防団 副　団　長 鳴　海　正　春

 潟上市消防団 副　団　長 古　戸　信　雄 八郎潟町消防団 副　団　長 渡　部　　　浩

 大館市消防団 分　団　長 虻　川　博　司 五城目町消防団 分　団　長 石　川　嘉　博

 湯沢市消防団 分　団　長 石　成　　　寿 秋田市消防団 分　団　長 伊　藤　　　朗

 横手市消防団 分　団　長 伊　藤　信　市 由利本荘市消防団 分　団　長 遠　藤　　　勝

 秋田市消防団 分　団　長 小　野　　　悟 横手市消防団 分　団　長 加　藤　明　彦

 大仙市消防団 分　団　長 加　藤　博　文 大館市消防団 分　団　長 川　口　幸　雄

 秋田市消防団 分　団　長 川　邉　　　功 八峰町消防団 分　団　長 工　藤　　　篤

 三種町消防団 分　団　長 熊　谷　　　勉 大仙市消防団 分　団　長 熊　谷　　　登

 能代市消防団 分　団　長 小　林　良　蔵 大仙市消防団 分　団　長 斎　藤　　　廣

 仙北市消防団 分　団　長 櫻　田　英　喜 由利本荘市消防団 分　団　長 佐々木　　　功

 横手市消防団 分　団　長 佐々木　茂　一 由利本荘市消防団 分　団　長 佐　藤　一　弘

 男鹿市消防団 分　団　長 佐　藤　　　智 横手市消防団 分　団　長 佐　藤　　　仁

 東成瀬村消防団 分　団　長 鈴　木　清　一 男鹿市消防団 分　団　長 鈴　木　豊　則

 鹿角市消防団 分　団　長 関　　　清　考 羽後町消防団 分　団　長 高　橋　　　清

 湯沢市消防団 分　団　長 髙　橋　　　茂 由利本荘市消防団 分　団　長 高　橋　豊　昭

 横手市消防団 分　団　長 高　橋　良　昭 鹿角市消防団 分　団　長 田　中　　　豊

 美郷町消防団 分　団　長 照　井　　　浩 藤里町消防団 分　団　長 土　佐　　　満

 仙北市消防団 分　団　長 戸　村　純　厚 大仙市消防団 分　団　長 西　村　孝　毅

 湯沢市消防団 分　団　長 西　村　　　一 横手市消防団 分　団　長 平良木　　　広

 北秋田市消防団 分　団　長 藤　嶋　和　政 井川町消防団 分　団　長 湊　　　　　一

 北秋田市消防団 分　団　長 宮　腰　　　貢 秋田市消防団 分　団　長 武　藤　謙　一

 湯沢市消防団 分　団　長 村　上　保　雄 大館市消防団 分　団　長 山　内　信　義

 能代市消防団 分　団　長 吉　田　孝　悦 湯沢市消防団 副 分 団 長 佐　藤　利　己

 湯沢市消防団 副 分 団 長 菅　野　繁　一 大仙市消防団 副 分 団 長 竹　𠩤　修　悦

 大潟村消防団 部　　　長 田　口　幹　雄 小坂町消防団 班　　　長 成　田　孝　志
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□表彰旗（１消防団）
 北秋田市消防団

□竿頭綬（３消防団）
 藤里町消防団　　由利本荘市消防団　　湯沢市消防団

□功績章（18名）
 鹿角市消防団 副　団　長 前　田　幸　栄 大館市消防団 班　　　長 田　畑　美智代

 北秋田市消防団 団　　　長 杉　渕　一　弘 上小阿仁村消防団 副　団　長 加賀谷　和　敏

 三種町消防団 団　　　長 石　井　義　則 藤里町消防団 分　団　長 佐々木　文　孝

 五城目町消防団 団　　　長 小　玉　多智美 井川町消防団 団　　　長 三　浦　公　德

 秋田市消防団 分　団　長 鈴　木　清　博 秋田市消防団 分　団　長 古　井　啓　司

 由利本荘市消防団 副　団　長 阿　部　昭　彦 にかほ市消防団 副　団　長 佐々木　達　行

 大仙市消防団 副　団　長 大　友　金己知 美郷町消防団 副　団　長 大　坂　久　男

 横手市消防団 分　団　長 珍　田　藤　雄 横手市消防団 分　団　長 佐　藤　晴　得

 湯沢市消防団 分　団　長 村　上　保　雄 湯沢市消防団 副 分 団 長 藤　原　幸　雄

□精績章（44名）
 鹿角市消防団 副　団　長 渋　谷　照　幸 鹿角市消防団 分　団　長 佐　藤　　　智

 大館市消防団 副　団　長 佐　藤　良　二 大館市消防団 分　団　長 小　畑　秋　彥

 北秋田市消防団 分　団　長 佐　藤　俊　夫 北秋田市消防団 分　団　長 宮　腰　　　貢

 大館市消防本部 消　防　監 畠　山　一　則 能代市消防団 分　団　長 井　上　正　文

 能代市消防団 分　団　長 渡　邉　　　博 三種町消防団 分　団　長 熊　谷　　　勉

 八峰町消防団 分　団　長 金　谷　弘　美 男鹿市消防団 分　団　長 船　木　幸　彦

 男鹿市消防団 班　　　長 清　水　孝　子 潟上市消防団 副　団　長 古　戸　信　雄

 五城目町消防団 分　団　長 石　川　嘉　博 井川町消防団 副　団　長 二　田　　　一

 秋田市消防本部 消防司令長 佐　藤　幸　徳 秋田市消防本部 消防司令長 嵯　峨　　　守

 秋田市消防本部 消防司令長 佐　藤　文　俊 秋田市消防団 分　団　長 鎌　田　正　博

 秋田市消防団 分　団　長 田　中　重　之 由利本荘市消防団 分　団　長 須　田　　　充

 由利本荘市消防団 分　団　長 熊　谷　　　忍 由利本荘市消防団 分　団　長 堀　　　嘉　哉

 にかほ市消防団 副　団　長 佐々木　良　二 にかほ市消防団 分　団　長 齊　藤　　　猛

 大曲仙北広域市町村圏組合消防本部 消防司令長 安　藤　義　幸 大仙市消防団 副　団　長 進　藤　文　隆

 大仙市消防団 副　団　長 小　柳　伸　一 大仙市消防団 班　　　長 一　色　順　子

 仙北市消防団 分　団　長 石郷岡　秀　雄 美郷町消防団 分　団　長 照　井　　　浩

 横手市消防団 分　団　長 高　橋　良　昭 横手市消防団 分　団　長 佐　藤　一　生

 横手市消防団 分　団　長 佐　藤　通　洋 横手市消防団 分　団　長 山　田　鉄　夫

 横手市消防団 分　団　長 佐　藤　　　仁 横手市消防団 分　団　長 伊　藤　信　市

 東成瀬村消防団 分　団　長 佐々木　　　芳 湯沢市消防団 分　団　長 髙　橋　　　茂

 羽後町消防団 分　団　長 武　田　哲　雄 湯沢市消防団 副 分 団 長 菅　野　繁　一

 湯沢市消防団 副 分 団 長 金　子　誠　悦 湯沢市消防団 副 分 団 長 佐　藤　利　己
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第
二
回
若
手
消
防
団
員
交
流
会
は
二
月

五
日（
土
）、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
初
、
若
手
が
集
ま
り
講
演
と
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
う
予
定
で
し

た
が
、
感
染
拡
大
を
受
け
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
講
演
の
み
と
し
、
一
九
消
防
団
か
ら

二
八
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
元
横
浜
市
消
防
局
職
員
で

現
在
は
保
土
ケ
谷
消
防
団
本
部
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
を
務
め
る
丸
山
正
美
氏
が
、
消
防
団

員
が
活
動
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
つ
い

て
解
説
し
ま
し
た
。丸
山
氏
は
、や
る
気
を

起
こ
す
訓
練
の
実
践
例
と
し
て
、

①
ム
リ
を
さ
せ
な
い
。

②
時
間
厳
守
。
長
く
や
ら
な
い
。
訓
練
は

　

一
時
間
。

③
理
解
が
大
事
。訓
練
礼
式
な
ど
意
味
を

　

必
ず
説
明
す
る
。

④
普
段
の
活
動
に
「
＋
α
」
を
加
え
る
。

　

新
し
い
こ
と
の
吸
収
は「
た
め
に
な
る
」

「
役
に
立
つ
」と
い
う
認
識
に
繋
が
る
。

な
ど
を
挙
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
指
導
す
る
保
土
ケ
谷
消
防
団
で

は
、①
災
害
対
応
力
の
高
い
消
防
団　

②

愛
さ
れ
る
消
防
団　

③
カ
ッ
コ
イ
イ
消
防

団　

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
お
り
、
令
和

三
年
度
に
六
年
連
続
で
充
足
率
一
〇
〇
％

（
定
員
四
〇
〇
名
）を
達
成
し
た
こ
と
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

第
二
回
若
手
消
防
団
員
交
流
会

を
開
催
し
ま
し
た

　

三
月
一
八
日（
金
）、
第
三
回
若
手
消
防

団
員
活
性
化
推
進
会
議
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

平
成
三
〇
年
七
月
に
、
若
手
を
対
象
と

し
た
行
事
を
開
催
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
一
二
人
に
よ
る
準
備
委
員
会
を
立
ち
上

げ
て
以
来
、
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
活
動
し
て

き
た
こ
の
会
議
も
今
回
が
最
後
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
間
、
令
和
元
年
に
企
画
し
た
秋
田

テ
レ
ビ
開
局
五
〇
周
年
「
Ａ
Ｋ
Ｔ
大
感
謝

祭
」
で
の
消
防
団
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
開
設
が
大

型
台
風
の
接
近
に
よ
り
中
止
に
な
っ
た

り
、令
和
二
年
度
と
三
年
度
の
交
流
会
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
縮
小
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
な
ど
困
難
が
あ
り
ま
し
た

が
、
消
防
団
活
動
の
中
核
を
担
う
若
手
が

情
報
交
換
し
声
を
上
げ
よ
う
と
い
う
気
運

の
端
緒
を
開
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
三
年
度
で
現
メ
ン
バ
ー
は
全
員
退

任
し
、
四
年
度
に
新
メ
ン
バ
ー
が
路
線
を

引
き
継
ぎ
、
新
た
な
行
事
や
発
信
方
法
を

検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、現
メ
ン
バ
ー
の
活
動
内
容
は
、七

月
二
三
日（
土
）鹿
角
市
で
開
催
す
る
第
七

三
回
秋
田
県
消
防
大
会
で
発
表
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

若
手
消
防
団
員
活
性
化
推
進
会
議

第
四
五
回

会議の様子 板橋知也リーダーあいさつ 丸山 正美 氏

　

第
四
五
回
消
防
職
員
意
見
発
表
秋
田
県

大
会
は
、
映
像
審
査
に
よ
り
行
わ
れ
、
最

優
秀
賞
一
名
、
優
秀
賞
三
名
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

本
稿
で
は
、
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
高
橋

奎
人
さ
ん
の
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

■
最
優
秀
賞

　

大
曲
仙
北
広
域
消
防
本
部

      　

消　

防　

士　

高　

橋　

奎　

人

■
優
秀
賞

　

大
館
市
消
防
本
部

　
　
　

消　

防　

士　

髙　

橋　

侑　

宏

　

横
手
市
消
防
本
部

      　

消　

防　

士　

仙
北
谷　

将　

平

　

能
代
山
本
広
域
消
防
本
部

      　

消
防
士
長　

中　

村　

元　

気

　

一
番
身
近
な
Ａ
Ｅ
Ｄ

　
　
　
　

大
曲
仙
北
広
域
消
防
本
部

高　

橋　

奎　

人

　

皆
さ
ん
は
、
自
分
の
一
番
身
近
に
あ
る

Ａ
Ｅ
Ｄ
が
ど
こ
に
あ
る
か
知
っ
て
い
ま
す

か
？

　

現
在
、
学
校
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
な
ど
に
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
設
置
さ
れ
て
お

り
、
私
自
身
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
設
置
さ
れ
て
い
る

大
抵
の
場
所
は
把
握
し
て
い
る
つ
も
り
で

し
た
。
し
か
し
、
救
命
講
習
で
訪
れ
た
福

祉
施
設
や
会
社
な
ど
に
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
設
置

消
防
職
員
意
見
発
表
秋
田
県
大
会

秋
田
県
消
防
長
会
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意見発表のテーマと発表者名

◯　これからの１１９

鹿角広域行政組合消防本部　宮　本　海　青

◯　私が考える人材育成

にかほ市消防本部　須　藤　憂　真

◯　住宅火災対策の新常識

北秋田市消防本部  堀　部　駿　輝

◯　あなたの１１９番です

湯沢雄勝広域市町村圏組合消防本部　阿　部　晃　治

◯　緊急通報について考えてみた

男鹿地区消防一部事務組合消防本部　今　井　大　地

◯　里山の警防計画

大館市消防本部　髙　橋　侑　宏

◯　災害に強いまちを目指して

由利本荘市消防本部　真　坂　公　章

◯　一番身近なＡＥＤ

大曲仙北広域市町村圏組合消防本部　高　橋　奎　人

◯　改訂版・Ｑ助

横手市消防本部　仙北谷　将　平

◯　災害現場に潜む健康リスク

五城目町消防本部　中　道　聖　也

◯　やればできる

能代山本広域市町村圏組合消防本部　中　村　元　気

◯　誰ひとり取り残さない

湖東地区消防本部　菅　原　　　俊

◯　笑顔のきっかけ

秋田市消防本部　三　浦　聖　史

さ
れ
て
お
り
、
消
防
士
で
あ
り
な
が
ら
、

そ
の
設
置
場
所
を
把
握
し
き
れ
て
い
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
実
際
の
現
場

で
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
う
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ

な
い
地
域
住
民
の
方
々
は
、
そ
の
設
置
場

所
を
ど
の
く
ら
い
知
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

と
い
う
疑
問
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
疑
問
を
救
命
講
習
の
際
に
地
域
住

民
の
方
々
に
聞
い
て
み
る
と
、
「
人
が
い

っ
ぺ
い
る
場
所
さ
置
い
て
あ
る
っ
て
こ
と

は
分
か
る
け
ど
、
す
ぐ
近
く
の
場
所
っ
て

言
わ
れ
る
と
ピ
ン
と
来
ね
な
。
」
と
い
っ

た
声
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
さ
ら
に
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
上
で
同
じ
質
問
を
友
人
に
し
て
み
た

と
こ
ろ
、
実
に
八
割
の
人
が
一
番
身
近
に

あ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
が
ど
こ
に
あ
る
か
分
か
ら
な

い
と
答
え
た
の
で
す
。

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
が
推
進
さ
れ
て
か
ら
約

二
十
年
も
経
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
あ
る
統
計
で
は
、
一
般
市
民
に
よ
る

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
率
は
、
４
．
７
％
と
実
際
は

地
域
住
民
の
方
々
に
浸
透
し
き
れ
て
い
な

い
と
い
う
事
実
が
こ
こ
に
は
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
状
況
を
少
し
で
も
改
善
し
た
い
と

考
え
た
私
は
、
勤
務
す
る
協
和
地
区
の
公

共
施
設
に
設
置
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
場

所
を
広
報
誌
に
載
せ
て
み
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。
す
る
と
、
「
思
っ
て
い
た
よ
り
も

近
く
に
あ
っ
て
び
っ
く
り
し
た
。
」
「
こ

う
い
っ
た
一
覧
表
が
あ
れ
ば
す
ご
く
助
か

る
。
」
と
い
う
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
「
い
つ
も
持
ち
運
べ
て
、
も
し
も
の
時

に
パ
ッ
と
見
ら
れ
る
物
が
あ
れ
ば
。
」
と

い
う
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

仙北谷将平さん（優秀賞）中村元気さん（優秀賞）

高橋奎人さん（最優秀賞）髙橋侑宏さん（優秀賞）

  

こ
れ
を
受
け
、
常
に
持
ち
歩
け
て
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
設
置
場
所
が
一
目
で
分
か
る
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
尽
き
の
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
ス
ポ
ッ
ト
カ
ー

ド
」
を
作
成
し
、
同
僚
の
家
族
に
配
布
し

て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、
「
も
し
自
分
の

家
族
や
近
所
の
方
が
倒
れ
た
ら
と
思
う

と
、
こ
れ
が
あ
れ
ば
ス
マ
ホ
で
も
こ
の
カ

ー
ド
で
も
子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
誰
で

も
す
ぐ
に
近
く
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
取
り
に
行
け

る
。
」
「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
コ
ピ
ー
し
て
家

族
と
共
有
し
た
り
、
誰
か
に
送
る
こ
と
も

で
き
る
か
ら
広
め
や
す
い
。
」
と
い
っ
た

多
く
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
意
見
が
あ
り
、
小

さ
な
一
歩
で
す
が
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
身
近
に
使

っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け
に
な
る
と
確
信
し

ま
し
た
。

　

こ
の
「
Ａ
Ｅ
Ｄ
ス
ポ
ッ
ト
カ
ー
ド
」
を

広
報
誌
や
避
難
訓
練
、
救
命
講
習
な
ど

様
々
な
機
会
を
通
し
て
各
地
域
で
広
め
、

幅
広
い
世
代
に
広
く
普
及
さ
せ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
利

用
し
な
が
ら
定
期
的
に
カ
ー
ド
を
最
新
版

に
更
新
し
て
い
く
こ
と
で
、
地
域
住
民
に

よ
る
、
よ
り
質
の
高
い
一
次
救
命
処
置
が

行
わ
れ
、
命
を
救
え
る
可
能
性
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ま
す
。

　

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
誰
で
も
い

つ
で
も
身
近
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
、
私
は
今
日
も
問
い
か
け
ま
す
。

　

「
あ
な
た
の
一
番
身
近
に
あ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ

は
、
ど
こ
に
あ
り
ま
す
か
？
」

　

今
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
あ
な
た
の
大

切
な
人
を
救
う
た
め
に
。
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二
月
一
二
日
（
土
）
に
秋
田
市
で
開
催

が
予
定
さ
れ
て
い
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
を
考
慮
し
、
収

録
映
像
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
配
信
す
る

方
式
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

収
録
映
像
は
消
防
庁
の
Ｈ
Ｐ
に
公
開
さ

れ
て
お
り
、
当
協
会
Ｈ
Ｐ
の
ト
ピ
ッ
ク
ス

か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
ま
す
。
是
非
御
覧
く

だ
さ
い
。

【
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
目
的
】

　

地
域
防
災
力
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

は
、
消
防
機
関
や
行
政
に
加
え
、
新
た
な

担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ
る
女
性
や
若
者

を
始
め
と
し
た
地
域
住
民
、
事
業
者
、
医

療
、
福
祉
、
教
育
な
ど
、
各
界
各
層
の
連

携
協
力
が
不
可
欠
で
あ
り
、
地
域
住
民
一

人
一
人
が
防
災
に
対
す
る
理
解
を
深
め
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
こ
う
し
た
考

え
を
国
民
に
共
有
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
消
防
庁
、
秋
田
県
、
秋
田

市
、
当
協
会
の
主
催
に
よ
り
企
画
さ
れ
た

も
の
で
す
。　

　

今
年
度
は
、
本
県
の
ほ
か
に
、
長
崎

県
、
青
森
県
、
徳
島
県
で
も
開
催
し
て
い

ま
す
。

基
調
講
演
①

「
秋
田
県
の
震
災
の
歴
史
に
学
ぶ

　
　
　
　
　
　
　

今
後
の
防
災
対
策
」

　

秋
田
大
学
地
方
創
生
セ
ン
タ
ー
教
授

                

水 

田　

敏 

彦 

氏

【
講
演
要
旨
】

　

本
県
は
大
陸
プ
レ
ー
ト
の
構
造
上
地
震

が
多
い
地
域
で
、
地
震
災
害
に
は
二
つ
の

シ
ナ
リ
オ
が
あ
る
。
一
つ
は
、
海
底
を
震

源
と
す
る
も
の
で
、
広
域
に
被
災
し
海
岸

近
く
に
津
波
と
震
動
被
害
を
も
た
ら
す
。

も
う
一
つ
は
、
活
断
層
に
よ
る
内
陸
直
下

型
で
局
所
的
に
甚
大
な
被
害
と
な
る
。

　

明
治
以
降
の
大
地
震
（
陸
羽
地
震
、
秋

田
仙
北
地
震
、
男
鹿
地
震
、
日
本
海
中
部

地
震
）
は
、
ど
ち
ら
か
の
シ
ナ
リ
オ
に
当

て
は
ま
る
。
過
去
の
災
害
を
学
び
、
日
頃

か
ら
地
域
の
リ
ス
ク
を
知
っ
て
お
く
こ
と

が
大
切
だ
。

基
調
講
演
②

「
ア
ウ
ト
ド
ア
防
災
で
住
民
参
加
型

    

の
防
災
ま
ち
づ
く
り

       

〜
命
を
守
る
防
災
へ
の
挑
戦
〜
」

　
　
　
　

日
本
赤
十
字
秋
田
看
護
大
学

　
　
　
　
　
　

介
護
福
祉
学
科
講
師

                

及 

川　

真 

一 

氏

【
講
演
要
旨
】

　

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
は
、
「
災
害
対

応
に
想
定
外
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」

「
常
日
頃
か
ら
災
害
に
備
え
る
姿
勢
が
命

を
守
る
」
と
い
う
こ
と
。
従
っ
て
、
防
災

を
学
ぶ
時
の
「
難
し
い
、
怖
い
、
強
制

的
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
「
簡
単
、
楽
し

い
、
参
加
型
」
に
変
え
て
、
日
常
の
延
長

で
学
ぶ
こ
と
が
で
き
れ
ば
使
え
る
防
災
力

が
身
に
付
く
。
身
近
な
物
で
非
常
時
の
必

需
品
を
代
替
し
た
り
、
お
洒
落
な
カ
フ
ェ

で
防
災
食
を
作
る
な
ど
、
年
間
一
万
人
以

上
の
県
民
が
防
災
を
学
ん
で
い
る
。
楽
し

ん
で
学
び
地
域
防
災
力
の
向
上
に
つ
な
げ

る
「
新
し
い
防
災
」
を
実
践
し
て
い
る
。

水田　敏彦 氏

及川　真一 氏

パネリストの皆さん

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
各
防
災
関
係
組
織
の
活
動
と
取
組

　
　
〜
相
互
理
解
か
ら
向
上
す
る
地
域
防
災
〜
」

﹇
パ
ネ
リ
ス
ト
﹈

旭
南
地
区
自
主
防
災
組
合
連
合
会
会
長

佐
々
木 

久
左
ェ
門 

氏

秋
田
県
防
災
士
会
理
事
長

渡　

辺　

勝　

治 

氏

秋
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
課
長
補
佐

戸　

島　

健　

人 

氏

秋
田
市
消
防
団
城
東
分
団
班
長

藤　

井　

瑛　

昌 

氏

秋
田
市
消
防
団
上
北
手
分
団
班
長

松　

本　
　
　

恵 

氏

﹇
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
﹈

秋
田
大
学
地
方
創
生
セ
ン
タ
ー
教
授

水　

田　

敏　

彦 

氏



































「
地
域
防
災
力
向
上
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

  in 
秋
田 2022

」
が
映
像
配
信

  

さ
れ
て
い
ま
す
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日
本
消
防
協
会
か
ら
秋
田
市
消
防
団
に

福
祉
増
進
事
業
に
よ
る
車
両
が
交
付
さ

れ
、
同
消
防
団
か
ら
御
礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
消
防
団
は
三
二
分
団
で
団
員
数
一
六

八
六
名
が
在
籍
し
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
、
災
害
が
複
雑
多
様
化
・
大
規
模

長
期
化
す
る
傾
向
に
あ
る
中
で
、
消
防
団

と
常
備
消
防
が
連
携
し
活
動
す
る
こ
と
が

被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
に
繋
が
り

ま
す
。

　

今
回
交
付
を
受
け
ま
し
た
新
車
両
は
、

災
害
時
に
は
現
場
活
動
や
広
報
活
動
、
人

員
の
輸
送
、
団
員
の
休
息
ス
ペ
ー
ス
と
し

て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消
防
団
の
機

動
力
と
活
動
範
囲
の
拡
大
が
図
ら
れ
常
備

消
防
と
の
更
な
る
連
携
強
化
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

ま
た
、
消
防
訓
練
や
各
種
行
事
に
は
消

防
団
が
主
体
と
な
っ
て
活
動
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
り
、
よ
り
地
域
に
密
着
し
た
防

災
教
育
と
防
災
思
想
の
普
及
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
ま
す
。

　

今
後
も
交
付
い
た
だ
い
た
災
害
活
動
車

を
有
効
活
用
し
、
地
域
住
民
が
安
全
安
心

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

災
害
活
動
車
が
交
付
さ
れ
ま
し
た



































　

福
祉
共
済
の
加
入
者
で
あ
る
消
防
団
員

が
感
染
者
又
は
濃
厚
接
触
者
と
な
っ
た
場

合
、
入
院
見
舞
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

取
扱
い
は
次
の
と
お
り
で
す
。
申
請
の

手
続
き
に
つ
い
て
は
、
所
属
消
防
団
に
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
感
染
者（
陽
性
者
）】

　

■
医
療
機
関
に
七
日
以
上
入
院
し
た
場
合

　

■
保
健
所
等
の
行
政
機
関
管
理
の
下
で

七
日
以
上
宿
泊
療
養･

自
宅
療
養
し

た
場
合

    ※

保
健
所
等
が
発
行
す
る
就
業
制
限
開
始
日

及
び
就
業
制
限
解
除
日
が
分
か
る
書
類

が
必
要

【
濃
厚
接
触
者
】

　

■
公
務
と
し
て
の
消
防
団
活
動
が
原
因

で
、
保
健
所
か
ら
濃
厚
接
触
者
と
判

断
さ
れ
、
外
出
が
制
限
さ
れ
て
自
宅

待
機
や
就
業
制
限
と
な
っ
た
期
間
が

七
日
以
上
の
場
合

    ※
加
入
者
で
あ
る
消
防
団
員
が
、
公
務
と
し

て
の
消
防
団
活
動
が
原
因
で
保
健
所
か

ら
濃
厚
接
触
者
と
判
断
さ
れ
た
こ
と
及

び
そ
の
期
間
等
を
消
防
団
長
が
証
明
し

た
書
類
が
必
要

お
知
ら
せ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
伴
う

　

福
祉
共
済
入
院
見
舞
金
の
取
扱
い


































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建　物
林　野
車　輛
その他
合　計
死者数
負傷者数

-18
-  2
1
4

-15
-  2
3

-  3
-  1
-  1
-  2
-  7
0

-  1

186
24
32
78
320
24
49

64
3
5
6
78
10
11

18
2
2
5
27
1
6

46
1
6
10
63
8
14

15
1
1
3
20
1
5

令和４年 令和３年 同期比較
３月 累計 累計３月 年計 ３月 累計

火災の発生状況 （速報値）
（秋田県総合防災課調べ）

　

四
月
三
日（
日
）、
春
の
火
災
予
防
運
動

の
一
環
と
し
て
、
消
防
団
員
の
機
器
取
扱

い
・
操
作
の
習
熟
等
消
防
技
術
向
上
や
消

防
精
神
の
錬
成
、
地
域
住
民
の
防
災
意
識

高
揚
を
目
的
に
、
町
内
の
三
か
所
を
会
場

に
団
員
五
十
八
名
参
加
の
も
と
、
五
城
目

町
消
防
団
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。

　

訓
練
は
強
風
・
乾
燥
注
意
報
が
発
令
さ

れ
、
消
防
機
関
が
警
戒
を
強
め
て
い
る
中

で
建
物
火
災
が
発
生
、
火
煙
が
強
風
に
あ

お
ら
れ
延
焼
の
危
険
性
が
増
大
し
て
い
る

と
の
想
定
で
、
各
分
団
長
の
指
揮
に
従
い

複
数
分
団
が
協
力
し
て
地
域
ご
と
に
実
施

さ
れ
、
消
防
団
長
や
副
団
長
の
評
価
を
受

け
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
水
利
の
確
保
か
ら

放
水
開
始
ま
で
の
迅
速
性
や
確
実
性
に
加

え
、
指
揮
者
の
隊
管
理
や
ト
ラ
ン
シ
ー
バ

ー
を
使
っ
た
情
報
収
集
及
び
情
報
の
伝
達

共
有
に
重
点
を
置
き
、
各
分
団
の
連
携
を

図
り
ま
し
た
。

　

訓
練
後
は
消
防
団
長
か
ら
講
評
を
受

け
、団
員
間
で
反
省
点
を
共
有
し
、今
後
の

火
災
発
生
時
に
向
け
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
季

を
迎
え
ま
す
が
、
消
防
団
で
は
消
防
本
部

と
連
携
し
て
今
後
も
訓
練
を
重
ね
、
火
災

の
み
な
ら
ず
多
様
化
す
る
災
害
に
適
切
に

対
応
し
、
地
域
の
安
全
安
心
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

五
城
目
町
消
防
団

　

火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
を
実
施

（
情
報
提
供
＝
男
鹿
潟
上
南
秋
支
部
）


